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人　口　１，７３７人（+３）

　令和　２年　９年１７日

　　編集・発行

　８月２９日（土）に今年度第１回目の飯田高原お宝探検隊を開催
しました。
　内容は盆だんご作りとそうめん流しで、時期的には終わっていま
すが、毎年食べる盆だんごをみんなで作りました。日田・玖珠郡内
特有のつまんだだんごを作り、きな粉をまぶしてたくさん食べまし
た。そうめん流しでは全長８ｍの竹を準備し、一直線に流れるそう
めんを一心不乱に箸でつかんでは口いっぱいに入れて食べてい
ました。
　久々の活動ということもあり、多くの子供たちが参加してくれたこ
とが開催する側として非常に嬉しかったです。今年は新型コロナ
ウイルスや、７月豪雨などの様々な理由で窮屈な思いをしている
子ども達に、これからも少しでも楽しい活動を用意していけたらと
思います。

コロナ差別が起きない強い町にしましょう！！

　長期間にわたり猛威を振るっている新型コロナウイルスですが、恐ろしいのは症状だけではな
く恐怖心や不安によるコロナ差別です。幸い九重町ではまだ感染者の確認はされていません
が、withコロナと言われるように今後もいつどこで感染してしまうかわからない状況が続きます。
もし、自分が新型コロナウイルスに感染した時にコロナ差別などがあると周りに相談できない、医
療機関に行きにくいなどの余計な不安を抱えこみ負の悪循環となってしまいます。残念なことに
最前線で頑張っている医療従事者や運送業の方、その家族が誹謗中傷の対象となる事例が多
く発生しています。このような悲しい事例が発生しないように、再度新型コロナウイルスに対して
の正しい知識と強い心を身につけましょう。

男　性　　　８７７人（+６）

女　性　　　８６０人（-３）

世帯数　　８１０世帯（+４）

　　飯田地区まちづくり協議会

　　飯田公民館

　　ＴＥＬ　０９７３－７９－２２５１

やっとの思いで再開できました！！
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９月１日は、防災の日。 防災週間（８/３０～９/５） 
 
 防災の日は、台風、高潮、津波、地震等の災

害についての認識を深め、それらの災害に対す

る心構えを準備するためとして、１９６０年に

内閣の閣議了解により制定されました。また、

１９８２年からは、９月１日の「防災の日」を

含む１週間（８月３０日から９月５日まで）が

「防災週間」と定められました。 

９月１日という日付は、１９２３年９月１日

に発生し、１０万人以上の死者・行方不明者を

出した『関東大震災』に由来しています。 

また、例年８月３１日‐９月１日付近は台風

の襲来が多いとされる二百十日にあたり、「災

害への備えを怠らないように」との戒めも込め

られています。制定の前年１９５９年９月下旬 
 

には５千人を超える死者・行方不明者を出した

『伊勢湾台風（台風１５号）』が襲来しました。

このことからも、この時期は災害について考え

るいい機会といえるでしょう。 

防災の日、あなたは何をしましたか。 

□防災セットを備えておく□自宅の安全対策

を整えておく□避難場所やそこまでの経路を

確認しておく□防災アプリをインストールし

ておく□防災訓練等に参加して防災力を高め

ておく□近隣住民と良好な関係を築いておく

□災害発生時の対応を家族で話し合っておく。 

防災意識は、行動に移してこそ価値がありま

す。防災の日は、防災意識を行動に移すための

絶好の機会です。あなたも是非、行動を！ 
 

ナイター無料開放事業「家族で“手花火”大会」開催！〔体育・健康福祉部会〕 
 
 ８月２１日（金）午後７時３０分から、体育・

健康福祉部会が主催してナイターの無料開放

事業を行いました。今年はナイターを点灯し

て、併せてイベントを行おうと計画しました。 

 ８月は、家族で“手花火”大会と銘打って、

家族ごとに集まって花火を楽しむことにしま

した。なかなか新型コロナウイルスが収まらな

いなか、感染しないように、させないように、 

三密を避けるために対策をしての活動でした。 

 グラウンドいっぱいに、直径６メートルの 

サークルを１６ヶ所描き、その中で３～６人の

１０家族がまちづくり協議会の用意した花火

（1 家族に 20 種類・約 100 本）を楽しみました。 
 

 短い夏休みの最後の金曜日の夜に良い思い

出ができました。２学期もまた、コロナに負け

ないで頑張ってください。 

 
〔マスクをして、花火を楽しむ家族〕 

《 心こそ大切 》 
 
 京都で“古今和歌集”が完成した。といって

も、平安時代の話ではない。コロナ禍の日常や

思いを地域の人たちが詠んだものである。「買

い物に マスク忘れて 後戻り」「自粛にて 

私のウエスト 大成長」「若作り それは無駄

無駄 皆和歌作り」などクスッと笑える内容な

ど実に１１１３首。言葉の力で“苦難に立ち向

かった地域の歴史”として、未来に残したいと

いう。言葉は不思議だ。一文字一文字の組み合 
 

わせによって心を表し、心を伝える。平安の古

今集に紀貫之は「和歌は、人の心を種として、

万の言の葉とぞなれりける」と記した。「はじめ

に言葉ありき」ではなく「心ありき」ともいえ

ようか。 

「言葉の力は、心です。心が根底にあるから、

言葉が生きてくる。」      （新聞記事より） 

 同じ言葉でも、使う人の心の深さでその力は

全く違うようです。「心こそ大切」ですね。 
 

 




